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研究分野：水工学 
科研費の分科・細目：土木工学・水工学 
キーワード：沿岸海域，水質環境，底質環境，環境再生 
 
１．研究計画の概要 
 本基盤研究は研究代表者が提案・開発した
流況制御ブロック，One-way pipe および
BaNK システムそして EBB（エコバイオ・
ブロック）という４つの水質改善システム及
びその組み合わせによって海域環境の改
善・再生を図ろうとするものである．本研究
は「計画フェーズ」と「実証フェーズ」の２
つのフェーズで構成されており，現地試験と
してこれらの水質改善システムを実海域に
適用し，流動や水質一斉調査によって各手法
の効果を検証するとともに，必要に応じて追
加，再配置，撤去ならびに手法の組み合わせ
等を行うことによってより効果的な環境改
善・再生効果を探求する． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)流況制御ブロック・One-way pipe による
海水交換・物質輸送の促進 
 新長崎漁港に設置した流況制御ブロック
（高さ 4m のものを 60 体）による海水交換
促進効果・水質改善効果の追跡調査，藻場や
魚の生息環境の改善効果についての調査を
実施し，その効果を確認した．また，室内実
験により，One-way Pipe を実海域に適用す
る際の設計指針作成に必要な基礎情報を明
らかにした． 
(2)BaNK システムによる底質輸送の制御 
 室内実験によって BaNK ブロックの様々
な波浪条件下における残差流生成能の基本
特性，更には残差流予測のための経験式を導
出した． 
(3)干潟環境改善技術の開発 
 環境ブロック EBB の有機物分解速度と硝
化速度を定量的に評価できるマニュアルを
開発した．また，地形変化モデルの予測精度

向上のため，X 線 CT スキャナーを用いてト
ラフ・バー付近の底質内部の密度・空隙構造
の時空間変動を考察した．更に干潟上の流れ
に着目した断面二次元数値シミュレーショ
ンを行い，干潟上を遡上する流れのフロント
付近で動圧が大きくなる可能性を示した． 
(4) 有明海を対象とした沿岸環境改善につい
て 
 諫早湾では潮受け堤防建設後，底質環境が
悪化している事，貧酸素水塊は有明海におい
て卓越する南寄りと北寄りの風に応答し移
動すること，また，有明海の流域に広がるク
リークでは COD や栄養塩類が潅漑期で高い
ことが分かった．また，海面風応力，水表面
の物質輸送機構とそのモデル化について直
接数値シミュレーションにより検討した結
果，水表面の流速発散（界面発散）が物質フ
ラックスを規定する重要な物理量であるこ
と，界面発散と物質移動係数の関係が明らか
となった． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
 本基盤研究の目標は，上記４種類の水質改
善システムおよびその組み合わせについて
基礎応用研究を実施し，最終的にほぼ実用ま
で持って行くことである．現在までに新長崎
漁港において流況制御ブロックによる水質
改善効果が確認され，また，One-way Pipe
および BaNK システムを実海域に適用する
際の設計指針作成に必要な基礎情報が明ら
かとなった．更には環境ブロック EBB の有
機物分解速度と硝化速度を定量的に評価で
きるマニュアルが開発された．以上，現地実
験を実施するための準備が整い，残りの研究
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期間において現場での実証実験を行ってい
く． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)流況制御ブロック・One-way pipe による
海水交換・物質輸送の促進 
 これまでの現地観測結果を基に，もっとも
効果的な One-way pipe の設置本数，設置位
置を数値実験により決定する．結果を総括し
て設置場所を決定し，有明海における
One-way pipe の底層水輸送能力を検証する
ための現地実験を行う．この現地実験では，
現地の波浪条件に対する底層水輸送能力を
評価する． 
(2)BaNK システムによる底質輸送の制御 
 底質の巻上げ促進を目的として BaNK シ
ステムの現地施工を実施し，本手法による底
泥の巻上げ促進がタイラギ等の 2 枚貝の生
育状況に与える効果を検証する． 
(3)干潟環境改善技術の開発 
 これまでの結果を踏まえ，納豆菌群を利用
した EBBによる干潟の環境改善技術の実用化
に向けて，水質浄化ブロックＥＢＢの海水中
における有機物分解速度と硝化速度を，塩分，
水温，ブロック水比を種々変化させて定量化
する．また，干潟底泥環境の改善と水質浄化
能力を向上させる上で効果的な EBBの応用技
術を開発する． 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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